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2024年５月27日（月）ホテルレイクビュー水戸におい
て、正会員43社、110名のご出席を賜り、2024年度定時
総会を開催いたしました。

フリーアナウンサーの木村仁美様の司会進行により、
宮田理事の開会の挨拶で始まり、ご来賓の茨城県産業
戦略部部長　大竹真貴様、茨城県政策企画部DX推進監
兼情報システム課長　舘　宏明様の紹介に続き、小林
会長の挨拶ののち、ご来賓であります茨城県産業戦略
部部長　大竹真貴様よりご祝辞を頂きました。

総会議事審議は、第１号議案、第２号議案、第３号
議案いずれも原案通り承認となりました。審議終了後
の臨時理事会において、会長に就任した松本会長より

ご挨拶を頂きました。
定時総会の最後に、新入会員紹介が行われまして、

コスモ開発株式会社　代表取締役　黒澤里志様、学校
法人　大原学園　水戸情報ITクリエイター専門学校　
校長　吉本博康様よりご挨拶を頂きました。

第２部の懇親会は、清水副会長のご発声のもと乾杯
が行われまして、会員相互の親睦と交流を大いに図る
ことができました。

宴もたけなわの中、森副会長に中締めをして頂き、
大変盛況のうちにお開きとなりました。

会員の皆様にはご出席頂き、誠にありがとうござい
ました。

2024年度

定時総会開催
開催 日 2024 年５月27日

会 場 ホテルレイクビュー水戸
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皆さま、こんにちは。本日はお忙しい中、2024年
度定時総会にご出席を賜り、厚く御礼申し上げます。
本日は、ご来賓として茨城県より、産業戦略部　

部長　大竹様、政策企画部DX推進監　兼　情報シ
ステム課　課長　舘様に、お越しいただいておりま
す。公務ご多忙の中、ご臨席を賜り誠に有難うござ
います。年度計画通り定時総会を開催することがで
きましたことは、関係各位の皆さまのお陰であり、
深く感謝申し上げます。
当協会IBISは、今年の７月で29年目の活動年度

を迎えることになります。これも偏に会員各社及び
茨城県を始め関係団体のご支援、ご協力の賜物であ
り重ねて御礼申し上げます。
会員数に関しては、正会員数は82社、賛助会員は

７社となりました。
過去に協会として掲げました「会員目標100社」

へ向け、皆さまにご協力を頂き、組織力の強化を継
続して参りたいと思います。
さて、労働人口の減少が社会問題となり、新たな

働き手の確保には、工夫が必要な状況となりました。
IT業界については、若い世代にとって、人生設計を
するための十分な収入を得ることができ、安心して
働ける場所となっていますでしょうか。また、熟練
者に対して、これまでの経験を評価し、末永くご活
躍いただけるような雇用へと変化しましたでしょう
か。優秀な外国人労働者についても大きな柱です。
多様な働き手を受け入れ、定着を支援する事が、業
界の発展へと結びつくと考えており、当協会の提言
する採用や育成活動が皆様の職場にとって一助とな
ればと願っております。

県との連携で、学生に業界を知ってもらう当社も
参加しています「いばらきP-TECH」や「デジタル・
シティズンシップ教育」、職業能力の再開発および
定着に向けた「リスキリングプロジェクト」に昨年
わたくしもワーキング会議に参加しまとめることが
できました。
また、県立IT短大様は2026年に大学校化の計画

があり、学生数を大幅に増員し「質」と「量」の両
面からデジタル人材の育成を推進すると宣言されて
おります。当協会にとっても非常に心強い限りでご
ざいます。今後とも、県庁をはじめ茨城大学様、県
立IT短大様、水戸電子専門学校様、筑波研究学園
専門学校様、大原学園柏校様、大原学園水戸校様と
連携を深めて協会会員各社の人材確保につなげてい
ければと思います。
全ての協会活動において、各社の皆様の大切な時

間を使っていただいている事に、協会を代表して御
礼を申し上げたいと思います。また、委員となられ
ている皆様は、自社に帰れば様々な役職をお持ちと
認識しています。業務に持ち帰れるような、情報や
アイデアを得られる場として、前向きにご参加頂け
ることを期待しています。引き続き、お力添え頂き
ますようお願い申し上げます。
私は、本総会をもって、会長職を退任する予定で

ございます。関係各位から全面的なご協力を頂き、
大過なくその任を果たせました。この場をお借りし
まして厚く御礼申し上げます。
今後も、企業の垣根を越え、新しい取り組みへど

んどんチャレンジする仲間として、協会を支えて頂
くと共に、活発な活動を願っております。
結びとして、地域経済の発展と協会の更なる飛躍

を遂げるため、会員及び関係各位の皆様の変わらぬ
ご支援・ご協力をお願い申し上げまして、挨拶とい
たします。
この後、総会、会員懇親会と長丁場となりますが

宜しくお願い致します。
本日は、ありがとうございます。

会長挨拶
(一社) 茨城県情報サービス産業協会　　

会長　小　林　英　雄
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2024年度 事 業 計 画 の 報 告 自 2024年 4月   1日
至 2025年 3月 31日

当協会は、平成５年に任意団体として茨城県情

報サービス産業協会を設立してから、おかげさま

で丸31年となりました。

新型コロナウイルス感染症の影響で協会活動は

継続的に制限されてきましたが、本年度は新型コ

ロナ前の状況に戻るものと期待しています。

今後も会員企業の皆様にご意見をいただき、協

会活動を強力に進めてまいります。

本年度は、引き続き地域情報化の振興を目指し、

官公庁や関係団体及び会員相互の連携 ・ 協力も図

りながら情報サービス産業に係る事業の基盤整備

やIT人材確保 ・ 育成を通じ、県内情報サービス産

業の健全な発展に努力してまいります。

新年度の事業計画及び収支予算は理事会承認事

項であり、2024年３月開催の理事会において承認

されたことをご報告申し上げます。

本年度も、会員の皆様のご支援ご協力をよろし

くお願い申し上げます。

は じ め に

１．調査・研究事業
⑴　新技術研究会の実施

国内視察研修会として会員から広く参加者を募
り、官公庁、各種研究機関及び民間企業の先端技術
について県内外にも目を向けて視察会を実施し見識
を高める。
⑵　先進技術セミナーの開催

タイムリーなテーマを選定して国内先端技術に関
するセミナーを企画、広く参加者を募集し開催する。
⑶　情報技術先進国の実情調査、研究

海外の最新技術や先進研究機関（政府機関・民間

等）への海外技術視察会を企画し、参加者の視野を
広める。

２．啓蒙・普及事業
⑴　会員向け情報の収集と提供

会報「あいびす」はペーパーレス化し、協会事業
のPRならびに新入会員のご紹介と会員相互のコミュ
ニケーションの充実を図る。
官公庁ほか地域の高等学校、専門学校、大学及び
県立図書館に電子メールで配信するとともに、電子
データでホームページにアップし、会員企業及び広
く一般の方々への周知を図る。

事 業 計 画

スローガン 「会員企業相互の交流を深めIT技術革新により地域社会に貢献する」
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⑵　協会ホームページの充実と有効活用
内容の充実化と迅速なメンテナンスにより、協会
行事の案内、活動報告など各種協会事業と関係機関
の情報をアップし会員はもとより、県民、学生、企
業の皆様にわかりやすくPRする。また、電子公告と
して協会の財務諸表をホームページにアップする。

３．基盤強化事業
⑴　協会組織力の強化

協会組織力強化のために会員増強委員会を中心に
新規入会者の募集をすすめ、会員の委員会活動なら
びに協会事業への積極的な参加を促し組織力の強化
に努める。
新規会員募集のためIBIS会員親睦ゴルフ大会を会
員以外の皆様にも広く声をかけ開催する。
「新春の集い」及び定時総会席上で新入会員のご
紹介を継続実施する。

４．人材育成事業
⑴　合同企業就職説明会

会員企業のニーズを的確に把握し、茨城大学、茨
城県立産業技術短期大学校、地域の専門学校と連携
を密にし、合同企業就職説明会を実現し、１社でも
多くの会員が参加できるように参加枠の拡大をお願
いし会員企業のための人材確保に尽力する。
⑵　新入社員合同研修会

会員企業の採用した新入社員を一同に集め「社会
人としての心得や生き方」「目標の持たせ方」など
新社会人としての基礎研修会を開催し、併せて会員
企業新入社員の交流を深める。
⑶　フォローアップセミナーの開催

会員企業の若手社員を対象に、「目標設定の明確
化」や「やる気の向上」をテーマに、振り返ること

の重要性を体感できるセミナーを開催する。年々、
研修内容をさらに充実させ、新入社員合同研修会と
の相乗効果を確かなものとし、会員企業若手社員同
士の研鑽とコミュニケーションの場とする。
⑷　総務関連セミナーの開催

人材育成に関する事業として、採用・教育・労務・
安全・健康等の総務関連全般について会員企業の
ニーズをとらえ実践型のセミナーを企画し開催する。

５．交流事業
⑴　定時総会の開催

全会員が直接参加し協会の基本的意思決定を行
うため定時総会を開催する。
また、会員相互の研鑽の場とし、参加者との親睦
と交流を図る。
⑵　新年賀詞交歓会の開催

官公庁の関係者を招いて「新春の集い」を開催、
講演会と賀詞交歓会により、会員企業の参加者の親
睦と交流を図る。
⑶　IBIS得意技・先進技術交流会の開催

会員企業が得意とする商品・サービス等を発表す
る展示会IBIS得意技・先進技術交流会を開催する。
併せて「得意技紹介」としてホームページでPRする。
多くの会員企業に参加していただくと共に、来場者
には会員企業だけでなく、広く一般の方々や学生に
も来場してもらうことにより会員企業を広く地域に
PRしていく。

６．福利厚生事業
⑴　会員企業の社員のためのレクリエーションの実施

水戸地区と土浦地区の２会場でボウリング大会
を開催し、参加者、特に若手社員の相互の親睦と交
流を深める。
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2024年１月22日（月）ホテルレイクビュー水戸におい
て新春恒例のIBIS「新春の集い」が開催されました。

当日は、ご来賓に茨城県産業戦略部次長兼技術振興
局長 久保三千雄様、茨城県政策企画部情報システム課
DX推進監兼情報システム課長 矢部英雄様をお迎えし、
講演会と賀詞交歓会を執り行いました。

フリーアナウンサー 木村仁美様の司会進行により、
松本副会長の開会挨拶にはじまり、小林会長より年頭
のご挨拶をいただき、ご来賓の久保様よりご祝辞を賜
りました。

新春講演会では、富士通株式会社 EmproyeeSuccess
本部企業スポーツ推進室室長 常盤真也様と富士通株式
会社 EmproyeeSuccess本部企業スポーツ推進室 アテネ
パラリンピック銅メダリスト杉内周作様に講師として
ご登壇いただき、『アンコンシャスバイアスを乗り越え
ろ！』を演題としてご講演いただきました。

常盤様におかれましては、昨年に続いてのご講演と
なり、富士通株式会社のパラスポーツの取り組みにつ
いてご紹介いただきました。

杉内様におかれましては、アテネパラリンピック男
子４×400mリレー決勝の映像をユーモアたっぷりの解
説から始まり、ご自身の障害の程度を例にして「ちょっ

とした工夫で障害は乗り越えられる」また、「障害の有
無に関わらず、その人と接してみるといろいろと分かっ
てくることがたくさんある」等、心に響くご講演いた
だきました。

最後に清水副会長よりお礼の挨拶を行い、約１時間
30分の講演会は終了しました。

講演会後には、IBIS新入会員３社の紹介があり、代
表者の方よりご挨拶をいただきました。

賀詞交歓会では、衆議院議員デジタル副大臣 石川昭
政様よりご挨拶をいただき、当協会の顧問である茨城
大学 大学院理工学研究科 教授 上田賀一様のご発声に
より乾杯が行われました。また、講演会講師の常磐様
と杉内様にもご参加いただき、和やかな雰囲気の中で
の歓談となり、多くの会員の方が実際に獲得された実
物のメダルを手に取り、記念写真撮影をされておりま
した。

宴もたけなわの中、森副会長に中締めをしていただ
き、盛況のうちに「新春の集い」はお開きとなりました。

本年も引き続きIBIS発展に向け会員の皆様のご支援
ご協力をよろしくお願い申し上げます。

（新春講演会参加者115名、賀詞交歓会参加者118名）

会　場 ホテルレイクビュー水戸

開催日 2024年1月22日㈪

2024
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新入社員
合同研修会

令和６年度

晴天に恵まれ春の日差しが心地よく感じられる中、
土浦市にある茨城県立中央青年の家にて「ＩＢＩＳ
新入社員合同研修会」が３日間に渡って開催されま
した。本研修は規律ある団体生活を通して社会人と
しての基本を体得する事を目的として２泊３日の合
宿で開催しております。但し、コロナウイルス蔓延の
影響によりここ数年は中止、もしくは宿泊なしでの
研修となっておりましたので、４年ぶりの開催とな
りました。

３日間の研修では、【新社会人への意識・行動変革】
をテーマに研修生と講師が真剣に向き合い、挨拶や

礼儀・マナーといった社会人としての基本姿勢やチー
ムワークの大切さを様々な課題を通して体得してい
きます。最初は緊張と不安が感じられた研修生でし
たが、研修が始まり講師や他の研修生と打ち解けて
いくに連れて徐々に積極性も出てきて、真剣な眼差
しに変わっていく姿がとても印象的でした。

研修のメインとなるビジネスゲームは、野外で
チーム対抗の点取りゲームを行いました。前日から
チーム毎に役割を決め、どうやって点数を獲得して
いくか作戦術を練り、当日に臨みます。当日は、アッ
プダウンのあるコースを点数獲得のために一生懸命
に走ったり、作戦通りに進まずみんなで相談したり
することを通して、研修生の一体感が生まれ、他社の
同期との交流で、これからの業界を盛り上げる仲間
になっていきます。

研修の最後には研修生一人一人が開始時とは見違
えるほどの元気な声や明るい表情で感謝の心を持っ
てあらたな一歩を踏み出していきました。

来年も計画されておりますこの新入社員合同研修
に多くのご参加をお待ちしております。

新入社員
合同研修会

会 　 場 茨城県立中央青年の家（土浦市）

開 催 日 2024年４月２日㈫～ ４日㈭

講 　 師 サポート　ユー　専任講師

参 加 者
新入社員　14社　65名
委員会支援スタッフ　16名
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Session

01
参加した各企業は自社のアピール、業務説明そして

質疑に対しての応答等を行う事で、多くの生徒さんに
対してのファーストコンタクトとして実に内容の濃い
出会いを得る事が出来ました。

合同企業説明会の委員会としましては、毎年参加者
が多く県内での就職希望者も多い水戸電子専門学校様
とはこれからも情報を共有し、より多くの卒業生を受
け入れていけるよう体制作りに励んでいく所存です。

２月27日～２月28日の２日間に於いて水戸電子専門
学校の合同企業説明会が開催されました。

今年は各日午前と午後に分かれ合計40社の企業が参
加し、事前に割り振られた教室毎に来年卒業見込みで
ある生徒約120名が事前に希望する企業へ各日６社（午
前３社と午後３社）の２日間となる計12社に対し、各々
30分の説明を受ける事が出来るようにローテーション
を組みました。

大原簿記法律専門学校柏校様にて共同開催という
形で、合同企業説明会を14社が参加して開催いたし
ました。対象学生は32名で茨城県出身者も多く各企
業が30分ずつ、５回にわたって企業の紹介や就職活
動に関するアドバイスを行い、学生たちは、真剣な
まなざしで説明を聞いていました。

今回のイベントは県外（千葉県）での開催という

開催日 2024年 2月27日㈫～28日㈬

会 場 水戸電子専門学校

参加者 約120名 参加企業 40社

開催日 2024年3月19日㈫
13：20－16：30（受付開始13：00）

会 場 大原簿記法律専門学校柏校

参加者 32名 参加企業 14社合同企業説明会

年度 開 催

2023
Session

02
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貸切バスのコロナ対策

その社員旅行！弊社におまかせください！！

2024年

電　話：029-221-4528　　担　当：結城武文　
メール：takefumi.yuki＠mwt.co.jp

≪お問合せ≫【 IBIS 海外視察研修　取扱旅行会社】

名鉄観光サービス㈱水戸支店

電話：029-221-4528　　担当：結城武文　　
メール：takefumi.yuki＠mwt.co.jp

【 IBIS 海外視察研修　取扱旅行会社】
お問合せ 名鉄観光サービス㈱水戸支店

≪社員旅行復活の兆し≫

≪社員旅行成功の秘訣≫

①沖　縄…宮古島
　茨城空港からスカイマークの経由便で行けます♪
②関　西…ＵＳＪ
　みんなで楽しめるイベントがもりだくさん
③東　北…銀山温泉
　大正浪漫の情景は外国人観光客にも大人気

目的（テーマ）を決める
①コミュニケーション
②一体感の醸成　
③リフレッシュ

成功させるヒント

福利厚生費（会社経費）にするコツ

①アンケートを取る　
②自由時間を作る
③仲の良い人同士の部屋割

①４泊５日以内　
②50％以上の参加
③１人 /10万円以内

※名鉄観光では幹事様マニュアルやアンケートの雛形、
　宴会進行表などを用意しています。

別の部署や普段あまり話さない社員とのコミュニケーションを通じ
て、お互いを理解することができ、仕事がやり易くなった。ビンゴ
やじゃんけん大会などのイベントも楽しい。

≪ＩＢＩＳ会員企業様の声≫

の

社員旅行を含む社内イベントについて…58％が好印象（女性67％、30代73％）

①５分で空気が入れ替わる
　換気システム
②乗車時のアルコール消毒
③定期的な車内消毒

筑波研究学園専門学校様にて、共同開催
という形で合同企業説明会を開催いたしまし
た。15社の会員企業様が参加し、各企業が30
分ずつ、５回にわたって企業の事業内容や就
職活動に関するアドバイスを提供しました。
学生たちは、真剣なまなざしで説明を聞き、
卒業生たちが県内企業で活躍していることに
触れ、県内企業への就職を希望する姿勢が見
受けられました。

今回のイベントを通じて、学生たちは県内
企業の魅力を再認識し、将来のキャリア形成
に対する意識を高めることができました。茨
城県情報サービス産業協会としても、地域の
若者と企業との繋がりを強化し、地域経済の
発展に貢献する重要な機会となりました。

今後も引き続き、学生と県内企業の橋渡し
役として、様々な機会を提供して参ります。
筑波研究学園専門学校様、会員企業の皆様に
は、今後ともご協力をお願い申し上げます。 

事で参加企業がどのようになるか心配でしたが、県外に拠点を持つ
会員企業も多く、このようなニーズは益々増えるものと思います。
茨城県情報サービス産業協会としても、引き続き県内外を問わず地
域の若者と企業との繋がりを強化してまいりますので、今後ともご
協力をお願い申し上げます。

開催日 2024年3月21日㈭
13：20－16：30（受付開始13：00）

会 場 筑波研究学園専門学校

参加企業 15社
茨城県情報サービス

産業協会×
●学校法人八文字学園　水戸電子専門学校

●学校法人大原学園　大原簿記法律専門学校柏校

●TIST
筑波研究学園専門学校 Session

03
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茨城県立産業技術短期大学校
（県立ＩＴ短大）

2024年１月25日（木）・26日（金）
13：00－17：00

24社（各開催日12社）

開催IT
県立IT短大様において、地域IT理解セミナーを

開催いたしました。
ここ数年、学校と直接関係する協議会様や地域の

協会団体様と開催時期および取り組み内容が重複す
る傾向にあり、IBISの会員企業様にとって、意義の
ある行事となるよう、他団体との差別化を目的とし
た工夫が必要な時期を迎えておりました。そこで、
担当の先生方からアドバイスを頂き、2023年度は参
加企業が１社ずつ檀上で発表する「講義形式」で業
界の説明をさせて頂く内容となりました。対象学年
は１学年とし、留学生を含めた51名の学生の皆さん
の参加となりました。

各企業15分間の持ち時間には、スライドを用いた
業務説明や、会員企業様各社に就職した卒業生から
の生の声など、業界を知って頂くために工夫を凝ら
した、魅力的なPR場面が見られました。そこへ熱心
に耳を傾け、一生懸命メモをとる短大生の姿が印象
的でした。

学校関係者の皆様へ、素晴らしい環境で学ぶ学生
の皆さんとの交流の機会を頂きまして、心より感謝
申し上げますと共に、総務広報委員会は、今後も地
域との繋がりを深め、良い関係性を築いていきたい
と活動して参ります。

茨城県立産業技術短期大学校

地
域

開催方法

講義形式
（IT短大/大教室）

理解
セミナー

参加会員数

開 催 日

会 場
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新入会員の紹介

代 表 者 代表取締役　黒澤　里志

設 立 1984年

資 本 金 3,000万円

社 員 数 39名

事業内容 医療情報システム導入支援、
医療情報システムのデータ移行サービス、
院内システムの運用管理

所 在 地 〒110-0015　
東京都台東区東上野 4 -12- 1  KTビル 6 F

代 表 者 校長　吉本　康博

設 立 創立1957年
水戸校開校　2013年

事業内容 ・専門学校運営
【教育概要】

情報処理技術者の教育指導
ITエンジニア育成
ゲームエンジニア育成
情報処理資格取得および就職指導

【令和6年度設置学科】
情報処理学科（ 2 年制）
高度情報処理学科（ 3 年制）
クリエイター学科（ 2 年制）

所 在 地 〒310-0015　
茨城県水戸市宮町1-9-18
TEL：029-232-8038（代）
FAX：029-232-8039

弊社は1984年に創業し、今年で創立40周年を迎えます。
2023年 4 月にユードムグループの一員となり、その縁で
茨城県情報サービス産業協会に加入いたしました。

弊社は主に医療システムに特化したソリューションを
提供しております。

一つ目は、医療システムリプレース時の旧データベー
スから新データベースへのデータ移行サービスと旧シス
テムの簡易的な過去カルテ閲覧システムの提供です。

二つ目は、DWH（データウェアハウス）の導入支援に
より、病院内で稼働している様々なシステムからDWH
サーバーにデータを抽出し、データの二次利用を可視化
して提供するサービスです。

三つ目は、神奈川県内の病院において、院内システム
の運用管理を24時間365日行っています。

今後は、会員の皆様からのご指導 ・ ご鞭撻を賜ります
よう、何卒宜しくお願い申し上げます。

この度は、茨城県情報サービス産業協会に入会させて
いただき、誠にありがとうございます。

私共、大原学園は、情報処理分野は勿論のこと簿記、
公務員、医療など様々な分野の専門技術者を育成するべ
く教育を提供して参りました総合型の専門学校でござい
ます。

水戸エリアの本校も開校から12年目となります今年度
は、学校名および設置学科を変更し、 1 校を情報処理分
野に特化した「水戸情報ITクリエイター専門学校」へと
リニューアル致しました。

これまでも多くの卒業生をIBIS会員企業の皆様に採用
頂いておりますが、今後もさらに多くのITエンジニア・
ゲームエンジニアを育成して参りますので、引続きご採
用頂けると幸いでございます。

また、実践的な教育を提供するために、既に多くの
IBIS会員さまにご協力頂いておりますが、今後も引き続
きご協力をお願い申し上げます。

コスモ開発株式会社

学校法人大原学園　水戸情報ITクリエイター専門学校
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第37回
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2024年８月１日現在 Change information異 動 情 報

今年の夏の気温は全国的に平年を上回り、統計を開始した1898年から過去最高を記録しました。
特に梅雨が明けてから 8 月にかけては福岡県太宰府市では40日間連続の猛暑日となり、日本歴代
最長を記録しました。車の利用を控えて公共交通機関を利用する。電気自動車へ乗り換える。など
温暖化進行の対策案は多々あるが、自分の場合はと言われると即答が難しい。

◦株式会社コア 社長 堀内　忠夫 2024年 4月 1日
◦株式会社日立製作所　茨城支店 支店長 石川　直孝 2024年 4月 1日
◦株式会社シースリー 代表取締役社長 佐野　　孝 2024年 4月 1日
◦株式会社ユーメック 代表取締役 大枝　清志 2024年 4月 1日
◦株式会社ジャパンテクニカルソフトウェア　水戸事務所 所長 池田　陽一 2024年 4月 24日
◦株式会社茨城計算センター 顧問 松井　勝俊 2024年 6月 14日
◦関彰商事株式会社　デジタルトランスフォーメーション部 部長 江幡　弘康 2024年 7月 24日
◦日本テクノストラクチャア株式会社 センター長 大森　弘人 2024年 8月 1日

正会員
◦コスモ開発株式会社 代表取締役 黒澤　里志 2024年 3月 1日

賛助会員
◦水戸情報ＩＴクリエイター専門学校 校長 吉本　博康 2024年 4月 1日

◦日鉄ソリューションズ東日本株式会社　（旧会社名：東日本NSソリューションズ株式会社）  2024年 4 月 1日
◦ＮＡＩＳ株式会社（旧会社名：株式会社ナイス）  2024年  6 月 1日

協会代表者変更（敬称略）

入会（敬称略）

社名変更

編集
後記

第37回ＩＢＩＳ会員親睦ゴルフ大会が３月15日㈮にスターツ笠間ゴルフ
倶楽部にて初参加者 4 名を含め総勢26名により盛大に行われました。

大会当日は、天気にも恵まれ、競技方法は新ぺリア方式ダブルパーカッ
トハンデキャップMAX36と、誰にも優勝の可能性があるなか、会話に
花を咲かせながら楽しくプレーできました。

ラウンド終了後は、パーティー会場をお借りして、対面で和やかに歓談、
成績発表が行われ、盛況のうちにゴルフ大会は終了いたしました。

今後もこのゴルフ大会を通じて会員同士の親睦を深め会員増強を図り、
ＩＢＩＳの益々の発展に繋げていきたいと思います。

開催日 2024年３月15日 ㈮

場 所 スターツ笠間ゴルフ倶楽部

参 加 26名

優 勝 木村 慎吾様

準優勝 皆川 藤孝様

３ 位 森　 淳一様


